
(57)【要約】

【課題】小型でかつ広範囲の立体画像を表示することの

できる超音波探触子を提供する。

【解決手段】中心角が略１８０°の円弧状に配列された

超音波素子群２ａと、円弧状の超音波素子群の内側を保

持するとともに、保持側と反対の内側に窪みを設けた基

台３と、円弧状の超音波素子群の内側で超音波素子群の

円弧中心を通るように、基台の対向した両端位置の近傍

の２箇所で固定された回転軸４と、基台の内側の窪み部

で回転軸を回転可能に保持する軸受け部９により、中心

角が略１８０°の円弧状の超音波素子群を支持する基台

の内側の窪みと両端部で超音波素子群の揺動機構を構成

する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
円 弧 状 に 配 列 さ れ た 超 音 波 素 子 組 立 体 と 、
前 記 円 弧 状 に 配 列 さ れ た 超 音 波 素 子 組 立 体 の 内 側 を 保 持 す る と と も に 、 前 記 保 持 側 と 反 対
の 内 側 に 窪 み を 設 け た 基 台 と 、
前 記 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 組 立 体 の 内 側 で 前 記 超 音 波 素 子 組 立 体 の 円 弧 中 心 を 通 る よ う に 、
前 記 基 台 の 対 向 し た 両 端 位 置 の 近 傍 の ２ 箇 所 で 固 定 さ れ た 回 転 軸 と 、
前 記 基 台 の 内 側 の 窪 み 部 で 前 記 回 転 軸 を 回 転 可 能 に 保 持 す る 軸 受 け 部 と を 、
有 す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 基 台 の 前 記 回 転 軸 の 両 端 を 固 定 す る 各 位 置 に そ れ ぞ れ 長 穴 部 と 円 筒 穴 部 を 形 成 し て 前
記 円 筒 穴 部 側 の 前 記 基 台 の 内 壁 に 前 記 基 台 端 部 か ら 前 記 円 筒 穴 部 ま で を 連 結 す る 切 り 欠 き
溝 を 形 成 し た 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 回 転 軸 の 両 端 を 半 円 筒 形 状 に 形 成 す る と と も に 、 前 記 長 穴 部 の 開 口 部 の 一 部 を 覆 う 超
音 波 素 子 組 立 体 の 内 壁 面 か ら 前 記 切 り 欠 き 溝 の 溝 底 面 ま で の 長 さ よ り 前 記 回 転 軸 の 長 さ が
長 い 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 回 転 軸 を 前 記 基 台 に 当 接 さ せ 固 定 す る 押 さ え 部 材 を 有 し 、 前 記 回 転 軸 に 前 記 基 台 の 内
面 と 前 記 押 さ え 部 材 の 側 面 と に 当 接 す る フ ラ ン ジ 部 を 形 成 し た 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 超
音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 回 転 軸 の 前 記 長 穴 部 側 の 端 部 に 軸 方 向 及 び 半 径 方 向 に 対 し て 傾 斜 し た 面 を 形 成 す る と
と も に 、 前 記 傾 斜 面 に 対 応 す る 傾 斜 面 を 有 す る 回 転 軸 固 定 手 段 を 設 け た 請 求 項 ２ か ら ４ の
い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 超 音 波 素 子 組 立 体 の 側 面 に 設 け た 薄 板 と 前 記 基 台 と の 間 に グ ラ ン ド 部 材 を 配 置 し て 、
前 記 超 音 波 素 子 組 立 体 の グ ラ ン ド 電 位 と 前 記 基 台 の 電 位 が 同 電 位 に な る よ う 構 成 し た 請 求
項 １ か ら ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 超 音 波 素 子 組 立 体 が 揺 動 す る 際 に そ の 信 号 線 が 前 記 基 台 の 内 側 の 窪 み 部 に お い て 揺 動
機 構 に 接 触 し な い よ う に 揺 動 機 構 カ バ ー を 設 け た 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の
超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 子 走 査 と 機 械 走 査 を 組 み 合 わ せ る こ と で 立 体 画 像 を 得 る こ と が で き る 超 音 波
医 用 診 断 装 置 の 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 超 音 波 医 用 診 断 装 置 の 超 音 波 探 触 子 の 分 野 で は 、 コ ン ベ ッ ク ス 状 の 超 音 波 素 子 群 に
よ る 電 子 走 査 と 、 電 子 走 査 と 直 交 す る 方 向 に 機 械 走 査 さ せ る こ と で 、 立 体 画 像 を 得 る 技 術
が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ ３ に こ の よ う な 従 来 の 経 腹 用 超 音 波 探 触 子 の 要 部 斜 視 図 を 示 す 。 図 １ ３ に お い て 、 凸
状 に 配 列 さ れ た 超 音 波 素 子 群 １ ６ は 、 回 転 軸 １ ７ に 対 し て 締 結 部 １ ９ を 介 し て 固 定 さ れ 、
回 転 軸 １ ７ に は 駆 動 伝 達 軸 １ ８ が 固 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 駆 動 伝 達 軸 １ ８ は 図 示 省 略 さ
れ て い る が 、 モ ー タ な ど の 駆 動 部 品 に 伝 達 機 構 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成
で 、 モ ー タ な ど の 駆 動 部 品 を 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 伝 達 機 構 を 介 し て 駆 動 伝 達 軸 １ ８ を
回 転 中 心 に し て 、 超 音 波 素 子 群 １ ６ を そ の 配 列 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 機 械 揺 動 さ せ る こ と
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が で き 、 超 音 波 素 子 群 １ ６ に よ る 電 子 走 査 方 向 及 び 深 度 方 向 と 、 機 械 走 査 に よ る 電 子 走 査
と 直 交 す る 方 向 に 立 体 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 平 ７ － ３ ８ ８ ５ １ 号 公 報 （ 実 施 例 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 電 子 走 査 と 機 械 走 査 の 組 み 合 わ せ で 立 体 画 像 を 得 る 超 音 波 探 触 子 は
、 外 形 サ イ ズ も 大 き く 、 ま た 電 子 走 査 に よ る 視 野 角 も 狭 く 立 体 画 像 も 限 ら れ た 範 囲 の も の
で あ っ た 。 一 方 、 近 年 、 被 検 体 内 で 用 い る 超 音 波 探 触 子 を 中 心 に 、 小 型 で 、 か つ 電 子 視 野
角 が 広 く 、 広 範 囲 で 立 体 画 像 を 得 る も の が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 問 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 小 型 で 、 か つ 広 範 囲 の 立 体 画 像 を
得 る こ と の で き る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 円 弧 状 に 配 列 さ れ た 超 音 波 素 子 組 立 体 と 、
前 記 円 弧 状 に 配 列 さ れ た 超 音 波 素 子 組 立 体 の 内 側 を 保 持 す る と と も に 、 前 記 保 持 側 と 反 対
の 内 側 に 窪 み を 設 け た 基 台 と 、
前 記 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 組 立 体 の 内 側 で 前 記 超 音 波 素 子 組 立 体 の 円 弧 中 心 を 通 る よ う に 、
前 記 基 台 の 対 向 し た 両 端 位 置 の 近 傍 の ２ 箇 所 で 固 定 さ れ た 回 転 軸 と 、
前 記 基 台 の 内 側 の 窪 み 部 で 前 記 回 転 軸 を 回 転 可 能 に 保 持 す る 軸 受 け 部 と を 、
有 す る 構 成 と し た 。
こ の 構 成 に よ っ て 、 略 １ ８ ０ ° の 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 組 立 体 が そ の 内 側 を 回 転 軸 と し て 揺
動 す る の で 、 小 型 で か つ 広 範 囲 の 立 体 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 基 台 の 前 記 回 転 軸 の 両 端 を 固 定 す る 各 位 置 に そ れ ぞ
れ 長 穴 部 と 円 筒 穴 部 を 形 成 し て 前 記 円 筒 穴 部 側 の 前 記 基 台 の 内 壁 に 前 記 基 台 端 部 か ら 前 記
円 筒 穴 部 ま で を 連 結 す る 切 り 欠 き 溝 を 形 成 し た 構 成 と し た 。 こ の 構 成 に よ っ て 、 略 １ ８ ０
° の 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 組 立 体 が そ の 内 側 を 回 転 軸 と し て 揺 動 す る 構 成 と し て も 、 超 音 波
素 子 群 を 備 え た ア セ ン ブ リ と 回 転 軸 の 回 転 中 心 を 確 実 に 一 致 さ せ る こ と が で き る と と も に
、 基 台 及 び 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ の 回 転 軸 へ の 組 み 込 み を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 回 転 軸 の 両 端 を 半 円 筒 形 状 に 形 成 す る と と も に 、 前
記 長 穴 部 の 開 口 部 の 一 部 を 覆 う 超 音 波 素 子 組 立 体 の 内 壁 面 か ら 前 記 切 り 欠 き 溝 の 溝 底 面 ま
で の 長 さ よ り 前 記 回 転 軸 の 長 さ が 長 い 構 成 と し た 。
こ の 構 成 に よ っ て 、 基 台 を 回 転 軸 に 組 み 込 む と き に は 、 回 転 軸 の 平 坦 部 を 基 台 と 向 き 合 う
方 向 に し た と き の み 組 み 込 み が 可 能 で あ り 、 ま た 、 組 み 込 み 途 中 に 基 台 か ら 回 転 軸 が 脱 落
す る こ と が な く 、 作 業 が 極 め て 容 易 に な る 。 ま た 基 台 と 回 転 軸 の 接 触 部 分 を 増 加 さ せ る こ
と に よ り 、 確 実 な 固 定 が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 こ の 構 成 に よ っ て 、 回 転 軸 を 支 持 す る 上 で
脱 落 し に く く 、 か つ 小 ス ペ ー ス の 保 持 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 回 転 軸 を 前 記 基 台 に 当 接 さ せ 固 定 す る 押 さ え 部 材 を
有 し 、 前 記 回 転 軸 に 前 記 基 台 の 内 面 と 前 記 押 さ え 部 材 の 側 面 と に 当 接 す る フ ラ ン ジ 部 を 形
成 し た 構 成 と し た 。
こ の 構 成 に よ り 、 超 音 波 素 子 を 保 持 す る 基 台 と 回 転 軸 の 半 径 方 向 と 軸 方 向 の 相 対 位 置 を 一
意 的 に 規 定 で き 、 更 に は 、 押 さ え 部 材 の 姿 勢 を 一 意 的 に 規 定 で き 安 定 し た 固 定 が 実 現 で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 回 転 軸 の 前 記 長 穴 部 側 の 端 部 に 軸 方 向 及 び 半 径 方 向
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に 対 し て 傾 斜 し た 面 を 形 成 す る と と も に 、 前 記 傾 斜 面 に 対 応 す る 傾 斜 面 を 有 す る 回 転 軸 固
定 手 段 を 設 け た 構 成 と し た 。
こ の 構 成 に よ り 、 基 台 を 回 転 軸 に 組 み 込 む と き に 押 圧 作 業 を す る こ と な く 、 回 転 軸 固 定 ね
じ を 締 結 す る だ け で 、 超 音 波 素 子 を 保 持 す る 基 台 と 回 転 軸 の 軸 方 向 及 び 半 径 方 向 の 相 対 位
置 を 一 意 的 に 規 定 で き 、 更 に は 、 回 転 軸 固 定 ね じ の 姿 勢 を 一 意 的 に 規 定 で き 安 定 し た 固 定
が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 超 音 波 素 子 組 立 体 の 側 面 に 設 け た 薄 板 と 前 記 基 台 と
の 間 に グ ラ ン ド 部 材 を 配 置 し て 、 前 記 超 音 波 素 子 組 立 体 の グ ラ ン ド 電 位 と 前 記 基 台 の 電 位
が 同 電 位 に な る よ う 構 成 し た 。
こ の 構 成 に よ り 、 狭 い ス ペ ー ス で 超 音 波 信 号 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 の 近 傍 で 確 実 に 電 気
的 グ ラ ン ド と フ レ ー ム グ ラ ン ド の 電 位 差 を 無 く す こ と が で き 、 し た が っ て 、 超 音 波 信 号 の
耐 ノ イ ズ 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 超 音 波 素 子 組 立 体 が 揺 動 す る 際 に そ の 信 号 線 が 前 記
基 台 の 内 側 の 窪 み 部 に お い て 揺 動 機 構 に 接 触 し な い よ う に 揺 動 機 構 カ バ ー を 設 け た 構 成 と
し た 。
こ の 構 成 に よ り 、 機 械 揺 動 す る 超 音 波 素 子 信 号 線 の 動 作 を ス ム ー ズ に し 、 揺 動 負 荷 を 低 減
す る と と も に 、 超 音 波 素 子 信 号 線 の 損 傷 を 無 く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施
の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 要 部 を 示 す 部 分 断 面 斜 視 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 ウ イ ン ド
ウ １ は 略 半 球 状 の 外 形 部 を 有 し 、 被 検 体 に 対 し て シ ー ス （ 不 図 示 ） を 介 在 し 接 触 す る 。 本
実 施 の 形 態 で は 、 ウ イ ン ド ウ １ の 半 径 は １ ３ ｍ ｍ 以 下 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の ウ イ ン ド ウ
１ 内 に は 音 響 伝 搬 媒 質 （ 不 図 示 ） が 充 填 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 超 音 波 素 子 群 ２ ａ よ り
送 受 信 さ れ る 超 音 波 は 空 気 層 を 通 過 せ ず 被 検 体 へ 良 好 に 伝 搬 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
超 音 波 素 子 組 立 体 で あ る 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ は ウ イ ン ド ウ １ 内 に 納 ま る よ う な 略 半 球
状 の 形 状 及 び 大 き さ で あ っ て 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 群 ２ ａ と 、 超 音 波 の 焦 点 を
機 械 的 に 定 め る レ ン ズ ２ ｂ と 、 背 面 へ の 超 音 波 の 発 生 を 防 ぐ 背 面 緩 衝 材 ２ ｃ 及 び ２ ｄ の 多
層 構 造 で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら は 、 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を 整 合 す る 整 合 層 （ 図 示 せ ず ）
や 超 音 波 素 子 群 ２ ａ の 信 号 線 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 接 合 さ れ て い る 。 超 音 波 素 子 群 ２ ａ は
略 半 円 の 円 周 形 状 、 本 実 施 の 形 態 で は 中 心 角 が 略 １ ８ ０ ° の 円 弧 形 状 を 有 し 、 こ の 円 弧 に
沿 っ て 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う 複 数 の 超 音 波 素 子 が 配 列 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 素 子 群 ２ ａ
を 電 子 走 査 す る こ と に よ っ て 、 中 心 角 が 略 １ ８ ０ ° の 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 群 に 相 当 す る 平
面 断 層 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ の 内 側 は 基 台 ３ に よ り 保 持 さ れ 、 基 台 ３ は 保 持 側 が 略 １ ８ ０ ° の
円 弧 状 の 形 状 に 形 成 さ れ て い る と と も に 、 保 持 側 の 反 対 側 に 窪 み が 形 成 さ れ て い る （ 図 ２
参 照 ） 。 回 転 軸 ４ は 略 半 円 の 円 周 形 状 を 有 す る 超 音 波 素 子 群 ２ ａ の 直 径 に 相 当 す る 位 置 に
配 置 し 、 基 台 ３ の １ ８ ０ ° 対 向 し た 両 端 部 の ２ 箇 所 で 上 記 窪 み を 介 し て 固 定 し て い る （ 図
３ 参 照 ） 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 １ 箇 所 は 回 転 軸 固 定 手 段 で あ る 回 転 軸 固 定 ね じ ５ で 直 接 固
定 し 、 他 の 箇 所 は 押 さ え 部 材 ６ を 介 し て ね じ （ 不 図 示 ） で 固 定 し て い る が 、 固 定 方 法 に 関
し て は 両 側 と も 押 さ え 部 材 で も よ い し 、 ね じ の 代 わ り に 接 着 剤 を 用 い て も よ い 。 ま た 、 本
実 施 の 形 態 で は 、 回 転 軸 ４ の 断 面 形 状 は 円 筒 形 の も の を 用 い た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で
は な く 、 楕 円 形 状 、 四 角 形 状 な ど で あ っ て も よ い 。 こ こ で 、 超 音 波 素 子 群 が そ の 内 側 を 回
転 軸 と し て 揺 動 す る よ う に 、 回 転 軸 ４ は 中 心 角 が 略 １ ８ ０ ° の 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 ア セ ン
ブ リ ２ に 干 渉 し な い 長 さ で あ る と と も に 、 基 台 ３ に 係 合 固 定 で き る 長 さ に 設 定 し て い る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
駆 動 伝 達 軸 ７ は 回 転 軸 ４ に 固 定 さ れ 、 ま た 、 図 示 省 略 さ れ て い る が 、 こ の 駆 動 伝 達 軸 ７ を
モ ー タ に 連 結 し て 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 回 転 軸 ４ 、 基 台 ３ 及 び 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２
を 一 体 と し て 回 転 揺 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ こ で は 、 駆 動 伝 達 軸 ７ は 、 駆 動 伝 達 軸 固 定
ね じ と し て 機 能 す る 締 結 ね じ ８ で 回 転 軸 ４ に 固 定 さ れ て い る 。 軸 受 け 部 ９ は 、 回 転 軸 ４ と
基 台 ３ と 超 音 波 素 子 群 ２ ａ が 一 体 と な っ て 回 転 可 能 で あ る よ う に 、 こ れ ら を 保 持 し て い る
。 本 実 施 の 形 態 で は 、 軸 受 け 部 ９ に 固 定 さ れ た ２ つ の ベ ア リ ン グ ９ ａ １ 、 ９ ａ ２ で 回 転 可
能 な 状 態 で 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 軸 受 け 部 ９ を 含 む 回 転 揺 動 機 構 は 、 中 心 角 が 略 １ ８ ０
° の 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ の 内 側 と 基 台 ３ の 両 端 部 に 効 率 よ く 構 成 で き る 。 こ
れ に よ り 、 小 型 化 を 実 現 で き る と と も に 、 略 １ ８ ０ ° に わ た る 範 囲 で 電 子 走 査 と 直 交 す る
方 向 へ の 回 転 揺 動 を 両 立 す る こ と が で き 、 広 範 囲 で の 立 体 像 を 得 る こ と が で き 、 被 検 体 内
で の 超 音 波 診 断 画 像 を 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
次 に 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 １ で は 、 小
型 化 を 実 現 す る た め に 回 転 軸 ４ を 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ の 内 側 に 設 け て い る の
で 、 回 転 軸 ４ を 取 り 付 け る 機 構 が 重 要 と な る 。 図 ２ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 基 台 ３ の 斜
視 図 を 示 し 、 図 ３ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 台 ３ と 回 転 軸 ４ の 組 み 立 て 手 順 を 示 す 。
こ こ で 、 回 転 軸 ４ は 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 台 ３ の 内 径 よ り 長 く 、 外 径 よ り 短 く 形 成 さ れ 、
ま た 、 一 端 に は 基 台 ３ の 内 面 に 当 接 し て 軸 方 向 を 位 置 決 め す る た め の 回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
基 台 ３ に は 回 転 軸 ４ の 両 端 を 取 り 付 け る た め に 、 回 転 軸 挿 入 方 向 に 長 い 基 台 長 穴 ３ ａ と 基
台 円 筒 穴 ３ ｂ が 形 成 さ れ 、 ま た 、 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ の 内 側 （ 基 台 ３ の 窪 み 側 ） を 回 転 軸 挿 入
方 向 に 基 台 端 部 か ら 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ ま で を 連 結 す る よ う に 基 台 切 り 欠 き 溝 ３ ｃ （ 溝 底 面 ３
ｄ ） が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ の 内 側 が 略 半 円 筒 状 に な る よ
う 基 台 切 欠 き 溝 ３ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 基 台 切 り 欠 き 溝 ３ ｃ の 基 台 端 部 側 に は 傾 斜
部 ３ ｅ を 設 け て あ る 。
さ ら に 本 実 施 の 形 態 で は 、 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ の 背 面 緩 衝 材 ２ ｄ が 基 台 長 穴 ３ ａ の 外
側 開 口 の 一 部 を 覆 い 、 こ れ に よ り 回 転 軸 ４ を 基 台 長 穴 ３ ａ に 挿 入 す る 際 に 回 転 軸 ４ の 先 端
が 背 面 緩 衝 材 ２ ｄ に 当 接 し て そ れ 以 上 進 ま な い よ う に な っ て い る 。 ま た 、 超 音 波 素 子 ア セ
ン ブ リ ２ の 基 台 長 穴 ３ ａ 側 の 壁 面 、 つ ま り 基 台 長 穴 ３ ａ の 外 側 の 面 ３ ｆ か ら 切 り 欠 き 溝 ３
ｃ の 溝 底 面 ３ ｄ ま で の 長 さ ｌ １ よ り 回 転 軸 ４ の 長 さ ｌ ２ が 長 い た め に 、 組 み 立 て 時 の 手 順
、 方 向 が 正 規 と 異 な る と 組 み 立 て が 不 可 能 に な る と と も に 、 正 規 の 手 順 通 り 行 う と 回 転 軸
４ を 支 持 す る 上 で 脱 落 し に く く 、 か つ 小 ス ペ ー ス の 保 持 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の
よ う に 基 台 ３ を 形 成 す る こ と に よ り 、 容 易 に 、 か つ 確 実 に 図 １ に 示 す 回 転 軸 ４ に 取 り 付 け
る こ と が で き る 。 以 下 そ の 組 み 立 て 手 順 を 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ は 、 本 発 明 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 組 み 立 て 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） 、
（ ｂ ） 、 （ ｃ ） の 手 順 で 組 み 立 て を 実 施 す る 。 ま ず 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 回 転 軸 ４ の
位 置 を 固 定 し 、 基 台 ３ （ 及 び 基 台 ３ に 固 定 さ れ た 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ ） を 回 転 軸 ４ に
対 し て 傾 斜 さ せ て 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ 側 を 開 き 、 基 台 ３ の 基 台 長 穴 ３ ａ を 、 回 転 軸 ４ の 回 転 軸
フ ラ ン ジ ４ ａ が 形 成 さ れ て い な い 方 の 一 端 に 挿 入 す る 。 こ こ で 、 基 台 長 穴 ３ ａ の 長 径 方 向
は 、 回 転 軸 ４ が 挿 入 可 能 と な る よ う 十 分 な 長 さ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
基 台 長 穴 ３ ａ の 挿 入 後 、 基 台 長 穴 ３ ａ の 近 傍 を 回 転 中 心 に し て 、 基 台 ３ （ 及 び 超 音 波 素 子
ア セ ン ブ リ ２ ） を 図 ３ （ ａ ） に 示 す 矢 印 方 向 に 回 転 さ せ て 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ 側 を 閉 じ る 。 こ
こ で 、 基 台 ３ に 基 台 切 り 欠 き 溝 ３ ｃ を 形 成 し て い る た め 、 基 台 ３ は 回 転 軸 ４ に 干 渉 す る こ
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と な く 基 台 ３ に 形 成 さ れ た 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ が 回 転 軸 ４ に 接 触 す る ま で 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ 側 を
閉 じ る こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 基 台 ３ の 基 台 切 り 欠 き 溝 ３ ｃ の 基 台 円 筒
穴 ３ ｂ と 対 向 す る 側 に 傾 斜 部 を 設 け て い る た め 、 基 台 ３ と 回 転 軸 ４ の 干 渉 に 対 し て よ り 余
裕 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
つ ぎ に 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 基 台 ３ （ 及 び 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ ） を 矢 印 で 示 す よ う
に ス ラ イ ド さ せ て 、 回 転 軸 ４ の 他 端 を 基 台 ３ の 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ の 基 台 切 り 欠 き 溝 ３ ｃ が 形
成 さ れ て い な い 領 域 ま で 挿 入 し 、 基 台 ３ と 回 転 軸 ４ の 軸 方 向 の 相 対 位 置 を 確 実 に 規 制 す る
。 軸 方 向 の 位 置 は 、 回 転 軸 ４ に 設 け ら れ た 回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ と 基 台 ３ の 内 面 が 接 触 す る
こ と で 規 制 さ れ る 。 最 後 に 図 ３ （ ｃ ） の 矢 印 で 示 す よ う に 基 台 ３ と 回 転 軸 ４ の 半 径 方 向 を
固 定 す る 。 こ こ で 固 定 手 段 と し て は 、 ね じ や 専 用 の 固 定 部 材 を 用 い て も よ い 。 ま た 接 着 材
に よ る 固 定 を 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 用 い て 説 明 し た よ う に 、 基 台 ３ に 回 転 軸 挿 入 方 向 に 長 い 基 台 長 穴 ３
ａ と 、 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ と 、 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ の 内 側 を 回 転 軸 挿 入 方 向 に 基 台 切 り 欠 き 溝 ３ ｃ
を 形 成 し て い る た め 、 回 転 軸 ４ を 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ の 内 側 に 設 け て い て も
、 基 台 ３ 及 び 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ と 回 転 軸 ４ の 回 転 中 心 を 確 実 に 一 致 さ せ る と と も に
、 基 台 ３ 及 び 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ を 容 易 に 回 転 軸 ４ に 組 み 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
＜ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ＞
次 に 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 第 ３ の
実 施 の 形 態 に 用 い ら れ る 回 転 軸 ４ の 斜 視 図 で あ る 。 回 転 軸 ４ の 一 端 に は 、 第 ２ の 実 施 の 形
態 と 同 様 に 、 基 台 ３ の 内 面 に 当 接 し て 軸 方 向 を 位 置 決 め す る た め の 回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ が
形 成 さ れ て い る 。 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 さ ら に 、 回 転 軸 ４ の 長 さ ｌ ３ は 、 第 ２ の 実 施 の
形 態 に お け る 長 さ ｌ ２ と 同 様 、 長 さ ｌ １ よ り も 長 く 、 図 ５ に 示 す よ う に 基 台 ３ の 外 径 （ ＝
超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ の 内 径 ） と ほ ぼ 同 じ で あ っ て 基 台 ３ の 内 径 寸 法 Ａ よ り も 十 分 長 く
、 ま た 、 回 転 軸 ４ の 両 端 は 半 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ て 、 円 筒 部 の 反 対 側 に は 平 面 状 の 回 転 軸
切 り 欠 き 面 ４ ｂ １ 、 ４ ｂ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
基 台 ３ の 構 成 は 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る が 、 基 台 ３ の 基 台 長 穴 ３ ａ を 回 転 軸 ４ に 組
み 込 む と き に 、 回 転 軸 ４ の 回 転 軸 切 り 欠 き 面 ４ ｂ ２ が 形 成 さ れ て い な い 方 の 円 筒 面 を 基 台
３ に 向 き 合 う よ う に し て 基 台 長 穴 ３ ａ に 挿 入 す る と 、 回 転 軸 ４ の 先 端 が 超 音 波 素 子 ア セ ン
ブ リ ２ の 内 面 に 当 接 し て そ れ 以 上 挿 入 す る こ と が で き ず 、 逆 に 回 転 軸 切 り 欠 き 面 ４ ｂ ２ が
基 台 ３ に 向 き 合 う よ う に し て 基 台 長 穴 ３ ａ に 挿 入 さ れ る と 、 回 転 軸 ４ の 先 端 が 超 音 波 素 子
ア セ ン ブ リ ２ の 内 面 に 当 接 し な い で 先 端 面 を 乗 り 越 え て 空 隙 部 １ ０ に 入 り 込 む こ と に よ り
組 み 込 み 可 能 と な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 回 転 軸 ４ の 両 端 に 回 転 軸 切 り 欠 き 面 ４ ｂ １ 、 ４ ｂ ２ を 形 成 す る こ と に よ り 、 基
台 ３ を 回 転 軸 ４ へ 組 み 込 む と き 、 基 台 ３ を 回 転 軸 ４ へ 固 定 す る 直 前 に お い て 基 台 ３ は 回 転
軸 ４ か ら 脱 落 す る こ と が な い た め 、 固 定 時 に 基 台 ３ の 脱 落 防 止 を す る 必 要 が な く 作 業 が 極
め て 容 易 に な る 。 ま た 基 台 ３ と 回 転 軸 ４ の 接 触 部 分 を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 な た め 安 定 し
た 固 定 が 可 能 に な る 。 以 下 そ の 組 み 立 て 手 順 を 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 組 み 立 て 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ５ （ ａ ）
、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） の 手 順 で 組 み 立 て を 実 施 す る 。 ま ず 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、
回 転 軸 ４ を 回 転 軸 切 り 欠 き 面 ４ ｂ ２ 、 ４ ｂ １ が そ れ ぞ れ 基 台 ３ の 軸 穴 で あ る 基 台 長 穴 ３ ａ
、 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ に 向 き 合 う 方 向 に な る よ う に 配 置 し 、 基 台 ３ （ 及 び 基 台 ３ に 固 定 さ れ た
超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ ） を 回 転 軸 ４ に 傾 斜 さ せ て 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ 側 を 開 い た 状 態 で 、 回
転 軸 ４ の 回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ が 形 成 さ れ て い な い 方 の 回 転 軸 切 り 欠 き 面 ４ ｂ ２ を 基 台 ３ の
基 台 長 穴 ３ ａ に 対 し て 挿 入 し 、 更 に 基 台 ３ の 基 台 長 穴 ３ ａ と 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ と の
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間 に で き た 空 隙 部 １ ０ に 回 転 軸 切 り 欠 き 面 ４ ｂ ２ を 挿 入 す る 。 こ の 空 隙 部 １ ０ に 回 転 軸 切
り 欠 き 面 ４ ｂ ２ を 挿 入 す る こ と で 、 回 転 軸 ４ の 全 長 が 基 台 ３ の 内 径 寸 法 Ａ よ り も 十 分 長 く
て も 組 み 込 み が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
挿 入 後 、 空 隙 部 １ ０ 近 傍 を 回 転 中 心 に し て 、 基 台 ３ と 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ を 図 ５ （ ａ
） に 示 す 矢 印 方 向 に 回 転 さ せ て 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ 側 を 閉 じ る 。 つ ぎ に 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う
に 基 台 ３ と 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ を 矢 印 方 向 に ス ラ イ ド さ せ て 、 回 転 軸 ４ の 他 端 を 基 台
３ の 基 台 円 筒 穴 ３ ｂ の 基 台 切 り 欠 き 溝 ３ ｃ が 形 成 さ れ て い な い 領 域 ま で 挿 入 し 、 基 台 ３ と
回 転 軸 ４ の 軸 方 向 の 相 対 位 置 を 確 実 に 規 制 す る 。 軸 方 向 の 位 置 は 、 回 転 軸 ４ に 設 け ら れ た
回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ と 基 台 ３ の 内 面 が 接 触 す る こ と で 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
つ ぎ に 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 回 転 軸 ４ を １ ８ ０ ° 回 転 さ せ る 。 こ こ で 、 基 台 ３ 及 び 超
音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ を 回 転 さ せ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 図 ５ （ ｄ ） に 示 す １ ８ ０ ° の 円
弧 形 状 の 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ の 内 面 が ス ト ッ パ に な り 、 基 台 ３ （ 及 び 超 音 波 素 子 ア セ
ン ブ リ ２ ） は 回 転 軸 ４ か ら 脱 落 し な い 。 ま た 基 台 ３ と 回 転 軸 ４ の 接 触 部 分 を 増 加 さ せ 、 図
５ （ ｄ ） に 矢 印 で 示 す よ う に 固 定 す る 際 に 、 基 台 ３ と 回 転 軸 ４ と の 相 対 位 置 を 安 定 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 、 図 ４ 及 び 図 ５ を 用 い て 説 明 し た よ う に 、 回 転 軸 ４ の 両 端 部 近 傍 に は 平 面 状 の 回 転 軸
切 り 欠 き 面 ４ ｂ １ 、 ４ ｂ ２ を 形 成 し 、 基 台 ３ 及 び 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ を 回 転 軸 ４ に 組
み 込 む と き に は 、 回 転 軸 切 り 欠 き 面 ４ ｂ １ 、 ４ ｂ ２ が 基 台 ３ に 向 き 合 う 方 向 の み 組 み 込 み
可 能 と な る よ う に し て い る た め 、 基 台 ３ を 回 転 軸 ４ へ 固 定 す る 直 前 に お い て 、 基 台 ３ は 回
転 軸 ４ か ら 脱 落 す る こ と が な く 作 業 が 極 め て 容 易 に な る 。 ま た 基 台 ３ と 回 転 軸 ４ の 接 触 部
分 を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 な た め 、 安 定 し た 固 定 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ＞
図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 要 部 断 面 図 で あ る 。 こ こ で 第 ３ の 実 施 の 形 態 と
重 複 す る 説 明 は 割 愛 す る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 回 転 軸 ４ に 回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ が 形 成 さ れ
、 回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ の 軸 方 向 外 側 は 基 台 ３ に 当 接 し 、 回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ の 軸 方 向 内 側
は 、 軸 受 け 部 ９ に 設 け ら れ た ベ ア リ ン グ ９ ａ の 内 輪 部 と 当 接 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
本 実 施 の 形 態 で は 、 基 台 ３ を 回 転 軸 ４ に 組 み 込 み 、 回 転 軸 ４ と 基 台 ３ を 固 定 す る と き に 、
軸 受 け 部 ９ に 設 け ら れ た ベ ア リ ン グ ９ ａ に よ り 回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ の 軸 方 向 内 側 を 固 定 し
て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う な 構 成 に す る こ と に よ り 、 基 台 ３ 及 び 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ と 回 転 軸 ４ の 軸 方
向 の 相 対 位 置 を 一 意 的 に 規 定 で き る 。 更 に は 、 押 さ え 部 材 で あ る ベ ア リ ン グ ９ ａ の 姿 勢 を
一 意 的 に 規 定 で き 安 定 し た 固 定 が 実 現 で き る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 回 転 軸 ４ の 回 転
軸 フ ラ ン ジ ４ ａ を 、 軸 受 け 部 ９ に 固 定 さ れ た ベ ア リ ン グ ９ ａ の 内 輪 部 に 当 接 さ せ て い る た
め 、 基 台 ３ 及 び 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ と 軸 受 け 部 ９ と の 軸 方 向 に 相 対 位 置 を 一 意 的 に 規
定 で き る 。 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 駆 動 伝 達 軸 ７ に 設 け た 駆 動 伝 達 軸 突 起 部 ７ ａ を ベ
ア リ ン グ ９ ａ の 内 輪 部 に 軸 方 向 に 当 接 す る よ う 構 成 し て い る た め 、 基 台 ３ 及 び 超 音 波 素 子
ア セ ン ブ リ ２ と 駆 動 伝 達 軸 ７ と の 相 対 位 置 を 一 意 的 に 規 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ 第 ５ の 実 施 の 形 態 ＞
次 に 図 ７ ～ 図 １ ０ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 第 ５ の
実 施 の 形 態 に 係 る 回 転 軸 ４ を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 回 転 軸 ４ の 回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ が 形 成 さ
れ て い な い 方 の 回 転 軸 切 り 欠 き 面 ４ ｂ ２ の 端 部 に は ４ ５ ° の 回 転 軸 傾 斜 面 ４ ｃ が 形 成 さ れ
て い る 。 ま た 、 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 回 転 軸 固 定 ね じ ５ を 示 す 斜 視 図
で あ り 、 回 転 軸 固 定 ね じ ５ の 先 端 に ４ ５ ° の 回 転 軸 固 定 ね じ 傾 斜 面 ５ ａ が 形 成 さ れ て い る
。 こ の 回 転 軸 傾 斜 面 ４ ｃ と 回 転 軸 固 定 ね じ 傾 斜 面 ５ ａ は 、 図 ９ の 要 部 断 面 図 に 示 す よ う に
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、 お 互 い に 当 接 す る 構 成 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の よ う な 構 成 に す る こ と に よ っ て 、 図 １ ０ の 要 部 拡 大 断 面 図 に 示 す よ う に 、 基 台 ３ を 回
転 軸 ４ に 回 転 軸 固 定 ね じ ５ で 固 定 す る と き 、 回 転 軸 固 定 ね じ 傾 斜 面 ５ ａ の 傾 き 角 に よ っ て
、 軸 方 向 の 力 Ｆ ｘ と 半 径 方 向 の 力 Ｆ ｙ を 自 動 的 に 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、
基 台 ３ と 回 転 軸 ４ は 半 径 方 向 に 固 定 さ れ る と と も に 軸 方 向 に 相 対 的 に 付 勢 さ れ 、 そ の 結 果
、 回 転 軸 ４ の 回 転 軸 フ ラ ン ジ ４ ａ が 基 台 ３ と 押 さ え 部 材 ６ と 当 接 す る 。 し た が っ て 、 基 台
３ を 回 転 軸 ４ に 組 み 込 む と き 、 押 圧 作 業 を す る こ と な く 、 回 転 軸 固 定 ね じ ５ を 締 結 す る だ
け で 、 基 台 ３ 及 び 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ と 回 転 軸 ４ の 半 径 方 向 及 び 軸 方 向 の 相 対 位 置 を
一 意 的 に 規 定 で き る 。 更 に は 、 回 転 軸 ４ が 押 さ え 部 材 ６ と 当 接 す る た め 、 回 転 軸 ４ の 姿 勢
を 一 意 的 に 規 定 で き 安 定 し た 固 定 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
＜ 第 ６ の 実 施 の 形 態 ＞
図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る 要 部 斜 視 図 で あ る 。 こ こ で 、 保 護 板 １ １ は 超
音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ を 保 護 す る よ う に 構 成 さ れ 、 基 台 ３ の 両 端 部 で 保 護 板 固 定 ね じ １ ２
で 固 定 さ れ て い る 。 ま た 超 音 波 素 子 信 号 線 １ ３ と フ ィ ル ム 状 超 音 波 素 子 グ ラ ン ド 板 １ ４ を
設 け 、 こ の フ ィ ル ム 状 超 音 波 素 子 グ ラ ン ド 板 １ ４ を 保 護 板 固 定 ね じ １ ２ の 近 傍 ま で 延 長 し
、 保 護 板 １ １ と 基 台 ３ と の 間 に 介 在 さ せ 、 保 護 板 １ １ を 基 台 ３ に 固 定 さ せ る と き に フ ィ ル
ム 状 超 音 波 素 子 グ ラ ン ド 板 １ ４ を 基 台 ３ に 導 通 さ せ る 構 成 に し た 。 こ の 構 成 に よ り 、 狭 い
ス ペ ー ス で 超 音 波 信 号 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 の 近 傍 で 、 確 実 に 電 気 的 グ ラ ン ド と フ レ ー
ム グ ラ ン ド の 電 位 差 を 無 く す こ と が で き 、 し た が っ て 、 超 音 波 信 号 の 耐 ノ イ ズ 特 性 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
＜ 第 ７ の 実 施 の 形 態 ＞
図 １ ２ は 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 に 係 る 要 部 斜 視 図 で あ る 。 こ こ で 、 駆 動 部 カ バ ー １
５ は 、 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ ２ が 機 械 揺 動 し た 際 に 、 超 音 波 素 子 信 号 線 １ ３ が 軸 受 け 部 ９
や 駆 動 伝 達 機 構 （ 未 図 示 ） と 接 触 す る こ と が な い よ う 覆 う 構 成 に し て い る 。 こ の 構 成 に す
る こ と に よ っ て 、 機 械 揺 動 に お け る 超 音 波 素 子 信 号 線 １ ３ の 動 作 を ス ム ー ズ に し 、 揺 動 負
荷 を 低 減 す る と と も に 、 超 音 波 素 子 信 号 線 １ ３ の 損 傷 を 無 く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 略 １ ８ ０ ° の 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 組
立 体 が そ の 内 側 を 回 転 軸 と し て 揺 動 す る の で 、 小 型 で か つ 広 範 囲 の 立 体 画 像 を 得 る こ と が
で き る 。
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 略 １ ８ ０ ° の 円 弧 状 の 超 音 波 素 子 組 立 体 が そ の 内 側 を 回
転 軸 と し て 揺 動 す る 構 成 と し て も 、 超 音 波 素 子 群 を 備 え た ア セ ン ブ リ と 回 転 軸 の 回 転 中 心
を 確 実 に 一 致 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 基 台 及 び 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ の 回 転 軸 へ の
組 み 込 み を 容 易 に す る こ と が で き る 。
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 回 転 軸 を 支 持 す る 上 で 脱 落 し に く く 、 か つ 小 ス ペ ー ス の
保 持 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 素 子 を 保 持 す る 基 台 と 回 転 軸 の 半 径 方 向 と 軸 方 向
の 相 対 位 置 を 一 意 的 に 規 定 で き 、 更 に は 、 押 さ え 部 材 の 姿 勢 を 一 意 的 に 規 定 で き 安 定 し た
固 定 が 実 現 で き る 。
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 基 台 を 回 転 軸 に 組 み 込 む と き に 押 圧 作 業 を す る こ と な く
、 回 転 軸 固 定 ね じ を 締 結 す る だ け で 、 超 音 波 素 子 を 保 持 す る 基 台 と 回 転 軸 の 軸 方 向 及 び 半
径 方 向 の 相 対 位 置 を 一 意 的 に 規 定 で き 、 更 に は 、 回 転 軸 固 定 ね じ の 姿 勢 を 一 意 的 に 規 定 で
き 安 定 し た 固 定 が 実 現 で き る 。
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 狭 い ス ペ ー ス で 超 音 波 信 号 を 送 受 信 す る 超 音 波 素 子 の 近
傍 で 確 実 に 電 気 的 グ ラ ン ド と フ レ ー ム グ ラ ン ド の 電 位 差 を 無 く す こ と が で き 、 し た が っ て
、 超 音 波 信 号 の 耐 ノ イ ズ 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-357742 A 2004.12.24



請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 機 械 揺 動 す る 超 音 波 素 子 信 号 線 の 動 作 を ス ム ー ズ に し 、
揺 動 負 荷 を 低 減 す る と と も に 、 超 音 波 素 子 信 号 線 の 損 傷 を 無 く す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 要 部 を 示 す 部 分 断 面 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 基 台 を 示 す 斜 視 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 基 台 と 回 転 軸 の 組 み 立 て 手 順 を 示 す 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 回 転 軸 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 組 み 立 て 手 順 を 示 す 断 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 要 部 断 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 回 転 軸 を 示 す 斜 視 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 回 転 軸 固 定 ね じ を 示 す 斜 視 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 要 部 断 面 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 要 部 拡 大 断 面 図
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る 要 部 斜 視 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 に 係 る 要 部 斜 視 図
【 図 １ ３ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 要 部 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ウ イ ン ド ウ
２ 　 超 音 波 素 子 ア セ ン ブ リ （ 超 音 波 素 子 組 立 体 ）
２ ａ 　 超 音 波 素 子 群
２ ｂ 　 レ ン ズ
２ ｃ 、 ２ ｄ 　 背 面 緩 衝 材
３ 　 基 台
３ ａ 　 基 台 長 穴
３ ｂ 　 基 台 円 筒 穴
３ ｃ 　 基 台 切 り 欠 き 溝
３ ｄ 　 溝 底 面
３ ｅ 　 傾 斜 部
３ ｆ 　 基 台 長 穴 の 外 側 の 面
４ 　 回 転 軸
４ ａ 　 回 転 軸 フ ラ ン ジ
４ ｂ １ 、 ４ ｂ ２ 　 回 転 軸 切 り 欠 き 面
４ ｃ 　 回 転 軸 傾 斜 面
５ 　 回 転 軸 固 定 ね じ
５ ａ 　 回 転 軸 固 定 ね じ 傾 斜 面
６ 　 押 さ え 部 材
７ 　 駆 動 伝 達 軸
７ ａ 　 駆 動 伝 達 軸 突 起 部
８ 　 駆 動 伝 達 軸 固 定 ね じ
９ 　 軸 受 け 部
９ ａ 、 ９ ａ １ 、 ９ ａ ２ 　 ベ ア リ ン グ
１ ０ 　 空 隙 部
１ １ 　 保 護 板
１ ２ 　 保 護 板 固 定 ね じ
１ ３ 　 超 音 波 素 子 信 号 線
１ ４ 　 フ ィ ル ム 状 超 音 波 素 子 グ ラ ン ド 板
１ ５ 　 駆 動 部 カ バ ー
Ａ 　 内 径 寸 法
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

(12) JP 2004-357742 A 2004.12.24



专利名称(译) 超音波探触子

公开(公告)号 JP2004357742A 公开(公告)日 2004-12-24

申请号 JP2003156287 申请日 2003-06-02

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 稲口哲也

发明人 稲口 哲也

IPC分类号 G01N29/24 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00 G01N29/24.502

F-TERM分类号 2G047/AA12 2G047/DB02 2G047/DB03 2G047/DB14 2G047/EA04 2G047/EA15 2G047/GA01 2G047
/GB02 2G047/GB15 4C601/BB03 4C601/BB15 4C601/BB16 4C601/BB22 4C601/BB23 4C601/EE02 
4C601/EE11 4C601/EE13 4C601/GA01 4C601/GB04

其他公开文献 JP4260552B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种小型超声波探头，该探头能够在宽范围内显示立
体图像。 解决方案：超声元件组2a呈圆弧形排列，中心角约为180°，基
座上有一个用来固定弧形超声元件组的内部并在与保持侧相对的内侧上
提供一个凹槽。 基座3，旋转轴4和基座被固定在基座的相对两端位置附
近的两个位置处，以穿过弧形超声元件组内部的超声元件组的弧中心。 
通过将旋转轴可旋转地保持在内凹部中的轴承部9，在内凹部中的超声波
元件组和支撑弧形超声波元件组的基座的两端的中心角为大约180°。 它
构成了摇摆机制。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/c74c1cbc-3de3-4c22-9371-c3f70debdac2
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034050413/publication/JP2004357742A?q=JP2004357742A

